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学校法人 東邦大学

• 大正１４年、帝国女子医学専門学校として創立

• 建学の精神→ 自然・生命・人間

医・学生数 １２００

薬・学生数 １１００

理・学生数 ２５００

合計
４８００

大学

付属東邦中・高校

駒場東邦中・高校

佐倉看護専門学校

医学部

薬学部

理学部

大森病院
大橋病院
佐倉病院

合計
３６００
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・大森キャンパス ・・・・・ 東京都大田区大森西

キャンパス

・習志野キャンパス ・・・・・ 千葉県船橋市三山

薬学部

理学部

化学科

生物学科

生物分子科学科

物理学科

生命圏環境科学科

情報科学科

医学部
看護学科

医学科

薬学科



3

科研費・申請件数、採択件数推移
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科研費・採択金額推移
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学内の補助金担当部門

学長

医学部

薬学部

理学部

学事統括部 研究支援デスク（６名）

・係長

・主任

・事務員

・補助者（３名）
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ガイドラインに基づくルール策定時の障害

・キャンパスが分散

・検収担当者をどうするか

・第三者発注の場合の基準金額の確定
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発注

発注方法

・研究者の直接発注が可能な金額は、

1個あるいは1組の金額が5万円未満

※ただし、消耗品の中でも「試薬・薬品・抗体・実験

動物等」の緊急を要するものについては、１０万円

未満であれば直接発注可

・１個あるいは１組の金額が5万円以上の場合は、

医学部用度デスクか習志野検収センターからの発注。
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検収業務

納品確認体制の構築

・納品場所

・医学部・・・従来どおり各教室・医局へ

・薬学部 習志野検収センターのある

・理学部 事務棟内へ納品

・検収担当者

・医学部・・・各教室・医局で数名の検収担当者を選出し、学長が任命。

・薬学部 習志野検収センターの事務員を

・理学部 検収担当者に任命。
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検収担当者委嘱状
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検収印

• 納品書に押す検収印枠版

検収確認日

検収担当者

研究代表者

年 月 日
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医学部（含 3病院）

研
究
支
援
デ
ス
ク

⑥納 品（納品書・請求書）

④見積結果連絡
（見積書 送付）

①発注依頼

⑫寄付申し出

⑭管理ラベル送付

⑤発注・
納品依頼

②見積作成依頼

③見積書提出

②見積作成依頼

医
学
部
用
度
デ
ス
ク

学事支援課
（用 度）

⑬固定資産
システム入力

講座・研究室

検収担当者

研
究
代
表
者

⑨検収確認後､
実施確認印

（納品書へ
押捺）

⑦検収確認

押 捺

⑩支出依頼
伝票

納品書
見積書
請求書等

⑧検収確認済納品書

③見積書提出

業

者

Ａ

業

者

Ｂ

⑪支払い
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研
究
支
援
デ
ス
ク

学事支援課
（用度管財担当）

①発注依頼

⑫寄付申し出

⑤発注・納品依頼

②見積作成依頼

③見積書提出

⑩支出依頼
伝票

研
究
代
表
者

⑨検収確認後､
実施確認印
（納品書押捺）

⑦検収確認印

（納品書押捺）

⑧検収確認済
納品書・請求書
提出

④見積結果連絡
（見積書 送付）

納品書
見積書
請求書等 ②見積作成依頼

③見積書提出

検
収
セ
ン
タ
ー

学事支援課
（用度管財担当）

⑬固定資産
システム入力
⑭管理ラベル

貼付

⑥納品
（納品書・請求書）

⑦検収確認印

（納品書押捺）

習志野地区（薬学部・理学部）

⑪支払い

業

者

Ａ

業

者

Ｂ
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問題点・課題

（1）文部科学省所管の競争金資金等に限ることのない、発注・検収全量実施

の必要性

（2）教員・事務職員の負担の軽減のためのシステム投資・人的投資の必要性

（3）間接経費の安定的確保のための、研究活動活性化の必要性

間接経費の

有効活用

科研費採択

件数・金額増加

研究活動の

活性化

間接経費増加


